2025年5月　
隼章・富士章の取り組み方とレポートの記入について
～　進級をめざすスカウトに向けて　～
県コミッショナー　　水谷　憲昭　
[bookmark: _GoBack]県連盟進歩委員長　　武井　拓運　
１　取り組みにあたって
・企画や計画の段階から、隊長を通じて地区コミッショナーに取り組みについて知らせてください。計画が隼スカウト・富士スカウトとして、ふさわしいものか指導を受けるとともに、取り組み方（準備・行動・留意点等）についても、隊指導者と十分話し合い、目的・目標を明確にした上で取り組んでください。

◎目的　→　最終的にめざす内容、到達点
◎目標　→　目的を達成するために設ける指標（段階）、目的を成し遂げるための具体的手段
　　　　　（複数の段階を経て目的に達すると考えれば、複数の具体的目標があってよい）
（特に、２.スカウト技能－(1) ２泊３日以上のキャンプと６.成長と貢献 プロジェクトについては、各進級課目の内容を受けてその活動の目的を決め、目的達成の目標を定めて取り組む）

２　取り組みとレポート記述の留意点
1 基本　「ちかい」と「おきて」の実践
一つ一つの項目について答えるのでなく、ちかいとおきて全般を通して、ベンチャースカウトとして、または隼スカウトとして、自分がどのようなことを心がけて、身の回りの人々や社会と関わってきたか、その具体的な実践について記述してください。
（「～したい」でなく、「～をしてきた」内容とその事例を記述）

2 ２泊３日以上の移動キャンプ（富士章は固定キャンプも可）
必ず、企画の段階から地区コミッショナーに取り組みを知らせ、目的（このキャンプを通して何を得ようとしているのか）と目標（目的達成のための手段やめざす行動等）を明確にした上で取り組んでください。
　→ ＜注意＞ キャンプそのものが目的ではない。
・「安全、衛生、環境に配慮した…」であるから、当然その配慮した内容を記述してください。
　　（富士章は、指定がないが同様と考える）
・隼スカウト、富士スカウトをめざす意味で、宿泊地・野営の方法・食事・移動方法など、高度　なキャンピングであること。
・ベンチャー章取得までに、野営章・野営炊事章・読図章を取得しているので、その技能を生かしたキャンピングになっていること。（地図は安易にGoogle Map等の活用でよいのか？）
・企画書、計画書（実施前）、報告書（実施後）の内容は、それぞれの段階に応じたものであり、コピーにならないようにしてください。（作成段階毎に、隊指導者に指導を受けてください）
・報告書には、実際に活動した具体的な記述や、計画との変更点（その理由）、実施して身につけたこと（自己の成長）、活動中の周りの人々や社会との関わり、会計報告、評価・反省、感想等、活動した結果（内容）をわかりやすく記述してください。

3 技能章
・修了証の写し、考査員認定証明の写しを添えてください。

4 スカウト精神
・隼章は、フォーラムの参加が必要です。（その後の活動の実施についても報告してください）
・フォーラムの形態は県連フォーラムに限らず、地区や近隣団と連携したフォーラム形式の会合のいずれかに参加し、その結果から自己の活動につなげてください。

⑤　成長と貢献
◎隼章：個人プロジェクトまたは、チームの主要な役割として、プロジェクトを計画、実施し、
隊長に報告書を提出し、「隼プロジェクト」として団行事等で発表してください。
◎富士章：隼スカウトとして自己の成長と社会に役立つための課題を設定し、
個人プロジェクト（研究、製作、実験など）を自ら企画して、
複数月の期間で実施し、完結させ隊長に報告書を提出し、
「富士プロジェクト」として地域や団行事で報告してください。
・複数月の取り組みになり、その内容も指導者や家族等周囲の理解と協力が必要になります。早い段階から隊長・地区コミッショナーに企画・計画を話し、予め指導を受けてから取り組むこと。
・ただ何かの行事をやった、○○を作製した等にならないよう、プロジェクトを実施していくなかで、自己の成長や周りの人々・社会への関わり（社会への働きかけ・奉仕など）が、見えてくるものとしてください。
・プロジェクト完了後の発表の場や時期も見すえて、計画的に進めてください。
（団行事等での発表の場の予定に間に合うように）
発表については、発表内容やその場の写真などとともに、参加者（聴衆）の反応や感想・評価、隊長のコメント等も記述してください。

＜参考資料＞
１　「隼スカウト章」「富士スカウト章」指導の手引き（指導者用）
　（R6/4　岐阜県連盟県コミッショナーグループ）

２　隼_富士章申請時の提出物一覧
　　（2024-04改定版　岐阜県連盟進歩委員会）

